


















文化財多言語解説整備事業
令和2年度予算額（案）

€娑文 9し月＝
1,300百万円（拡充） �:,血叫ill一．"'""::.,,:四

訪日外国人旅行者の地域での体験滞在の満足度を向上させるため、 文化財に対して多言語で先進的・高次元な言語解説を整備する事業を、
観光施策と連携させつつ実施。 また、 博物館・美術館に訪れる訪日外国人旅行者の満足度を向上させるため、 サイン等の多言語化を支援。

文化財中核観光拠点200か所を中心として． 先進的・費用対効果の高い多言語鰯説を整備。

2次元コ ー ドにスマー トフォンを
かざすと、 英語など多言語解説文の
テキスト表示と音声が読み上げられ
る。

現存しない建造物等を史実に基づ 多言語によるV閃肋画コンテンツ
いて高精細かつ色鮮やかに、 多言語 （普段見れない場所の360度映像、
によるナレー ションにより、VRコ 空中から見るVR体験等）を楽しンテンツで再現。

むことができる。

畔庁・文化庁・環境省の連携による解説整備を推進

【観光庁】
魅力的でわかりやすい解説文作成

専門家を派遣し、 魅力ある
多言語解説文の作成支援

【文化庁】
先進的・高次元な媒体整備

先進的な媒体を用いた解説
整備への支援

予算規模： 1,100百万円

文化財活用・理解促進戦略プログラム2020（抄）
（平成28年4月 文化庁策定）

2020年までの目標
・文化財単体ではなく地域の文化財を一体とした面

的整備や分かりやすい多言語解説の整備などの取
組を1000事業程度実施するとともに、 日本遺産を
はじめ、 文化財を中核とする観光拠点を全国200
拠点程度整備

博物館・美術館のサインの多言語化

（新規）
館内案内・表示・看板等のサインの
多言語化を支援。 インバウンドに資
する館の利便性を向上。

京都国立博物館の4カ国語（日・
英・中・韓）の館内案内・誘導

予算規模

200百万円














